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 №SBF1440 （2023.12.12） 

 

ウォーター・ポジティブ実現に向けた 

サントリー食品インターナショナル（株） 

水のサステナビリティ活動方針 
 

― 国内での啓発、海外での水育・水源涵養活動をそれぞれ強化 ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

サントリー食品インターナショナル（株）は、サントリーグループにとって  

もっとも重要な原料であり、かつ、貴重な共有資源である水を、未来まで守り育んで

いくこと、またその大切さをお客様にお伝えしていくために、「水のサステナビリティ」

に関する活動方針を掲げました。 

 

サントリーグループは、水や農作物など自然の恵みに支えられた食品酒類総合

企業として、グループ全体で共有する「水理念」のもと、自然環境の保全・再生

活動など、さまざまな取り組みをグローバルに推進しています。水を大切に使い、

きれいにして自然にかえすだけでなく、水を育む森を守る「サントリー 天然水の森」

活動を国内で実施するなど、自然界における水の健全な循環への貢献、すなわち

「水のサステナビリティ」を事業活動における最も重要な課題と認識し、自然環境の

保全・再生につながる活動に取り組んでいます。さらに、２０３０年までに、全世界

の自社工場※１の半数以上で、水源涵養活動により使用する水の１００％以上を 

それぞれの水源に還元する「ウォーター・ポジティブ※２」の実現を目指しています。 
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※１ 製品を製造するサントリーグループの工場 

※２ サントリーグループでは、取水量以上の水を水系に育むことを「ウォーター・ポジティブ」と

考えています。「ウォーター・ポジティブ」は、水不足などの世界的な水資源問題の解決策の

一つとして、世界各国から注目を集めています。 

 

昨今、欧米など海外ではエシカル消費が進み、国内においてもサステナビリティ

活動を積極的に行っている企業や、環境に配慮した製品の購入意向が今後高まって

いくことが予想され、サステナビリティ活動は、事業継続に加え、事業の成長の

ためにも必要不可欠な活動になると考えています。 

 

当社は、サントリーグループの中核企業として、幅広い世代のお客様にご利用

いただいている、清涼飲料を主に製造・販売しています。国内では、清涼飲料市場

Ｎｏ.１※３の「サントリー天然水」ブランドを有し、海外においてはグループの中で

さらなるグローバル展開の役割を担っています。今回、水そのものを製造・販売

している会社として、これまで以上に、水のサステナビリティ活動の推進を率先して

行う必要があると考え、当社ならではの「水のサステナビリティ」活動方針を掲げ

ました。 

※３ 当社調べ 

 

▼サントリー食品インターナショナル（株）「水のサステナビリティ」活動方針 

（１）国内：「サントリー天然水」ブランドを通じた「ウォーター・ポジティブ」

啓発活動強化 

「サントリー天然水」ブランドは、これまでもサントリーグループで取り組んで

いる水源涵養活動などの「水のサステナビリティ」活動に加え、容器・包装に

おいて、軽量化や植物由来素材の導入による環境負荷低減を図るなど、さまざまな

サステナビリティ活動に取り組んできました。 

今年４月には、「サントリー天然水」２Ｌペットボトルにて、日常生活において、

分別回収などサステナビリティを意識した行動に、楽しく取り組むことができる

“小さく、たたみやすい”新容器を投入し、高い評価をいただいています。 

 

当社では、サステナビリティ活動は、ブランド成長にも必要不可欠な活動という

考えのもと、「サントリー天然水」ブランドを中心に、製品、工場、店頭活動、

コミュニケーションなど、あらゆるお客様接点で、“未来の水をいま、森から育む”

というメッセージと共に「ウォーター・ポジティブ」の大切さを啓発する活動を

今後、一層強化していきます。 
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①製品を通じた啓発について 

製品では、２０２４年春以降、サントリー天然水２Ｌ・５５０ml ペットボトルの

パッケージデザインをリニューアルし、「ウォーター・ポジティブ」に込めた

想いを、よりわかりやすくお客様にお届けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〈パッケージデザインリニューアル イメージ〉 

 

②工場を通じた啓発について 

「サントリー天然水」の水源である「南アルプス」「北アルプス」「奥大山」

「阿蘇」では、一般のお客様を対象とした工場見学ツアー※４を実施しています。

「サントリー天然水」を育む水源の魅力をお伝えすると共に、２０２４年以降、

一部工場ではツアー内の表現を刷新し、“未来の水をいま、森から育む”という

メッセージと共に「ウォーター・ポジティブ」について、わかりやすくお伝え

していきます。 

※４ 工場により申込可能時期が異なります。詳しくは工場見学ＨＰをご参照ください。 

サントリー工場見学ＨＰ：https://www.suntory.co.jp/factory/ 

 

③店頭活動を通じた啓発について 

お得意先を「サントリー天然水」の水源にお連れする、お得意先向けブランド

セミナーや、一部お得意先の店頭で実施している、お客様向け「サントリー

天然水 水のワークショップ」など、「サントリー天然水」の販売を通じた啓発

活動を、２０２４年以降も積極的に展開していきます。 

 

④コミュニケーションを通じた啓発について 

サントリーグループが行なっている自然からいただく以上におかえしする水源

涵養活動や、その活動に込めた思い、背景をお伝えすることで、ウォーター・

ポジティブの大切さを感じていただくために、１２月１２日（火）から、   
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芦田愛菜さんを起用した新ＴＶ－ＣＭ、「地球との会話」篇（３０秒・６０秒）、

「雲との会話」篇（３０秒）を放映します。（リリース No.SBF1438 参照）“未来の

水をいま、森から育む”というメッセージと共に「ウォーター・ポジティブ」

の大切さを継続的に伝えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

〈新ＴＶ－ＣＭ「地球との会話」篇（６０秒）、「雲との会話」篇（３０秒）より〉 

 

（２）海外：国内で培った知見を活かした、「水のサステナビリティ」活動の推進 

海外の生産拠点を中心に、「水のサステナビリティ」活動を推進していきます。

生産拠点での水使用量を減らし、原単位を削減する取り組みの他、こども向けの

次世代環境教育である水育（みずいく）、使用する水の１００％以上をそれぞれ

の水源に還元する水源涵養活動など、それぞれの生産拠点の特性に合わせ、  

サントリーグループと一体となり、活動を推進していきます。 

 

①海外の水育（みずいく）について 

次世代環境教育「水育（みずいく）」は、２００４年から国内で、２０１５年

には海外で初となるベトナムでも開始しました。以降、タイ、インドネシア、

フランス、中国、スペインに拡がり、２０２３年には、イギリス、ニュージー

ランドでも新たに活動が始まりました。海外の展開においては、一部の国を除き、

サントリー食品インターナショナル（株）傘下のグループ会社が企画運営に

携わり、「水循環」の仕組みや、各国の水事情に応じたプログラムを展開。参加

した児童や教員、地元行政からも大変高い評価をいただいています。今後も

新たなエリアでの展開を視野に入れ、活動を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈各国での取り組みの様子〉
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②海外の水源涵養活動について 

サントリー食品インターナショナル（株）のグループ会社であるサントリー

食品スペイン社は、今年１１月２２日（水）にスペインのトレド県ラヨス市と

水源涵養に関する協定を締結し、２０２４年１月より地域の方々や各分野の

専門家、研究者の協力を得ながら、同社トレド工場の水源であるグアハラス

貯水池周辺とその上流域にて、植生回復による水質や生物多様性の向上を目的

とした水源涵養活動を開始します。（リリース No.SBF1439 参照） 

今後も積極的に水源涵養活動を進め、「サントリー環境目標２０３０」の達成を

目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〈１１月２２日（水）協定式にて（左：ラヨス市長 ゴンサロ・ガルシア・ゴンサレス氏、 

右：サントリー食品スペイン社 ＣＯＯ サラ・デ・パブロス）〉 

 

当社は、サントリーグループの中核企業として、今後も国内外問わず、当社が

主体となって取り組める活動に対し一層注力し、グローバル飲料企業として質の

高い成長を目指していきます。 

 

 

▼サントリー食品インターナショナルのサステナビリティ 

https://www.suntory.co.jp/softdrink/company/sustainability/ 

 

 

▽本件に関するお客様からの問い合わせ先 

サントリー食品インターナショナルホームページ http://suntory.jp/sbf/ 

 

以  上 


